
1880年に発足した日本薬学会（以下、薬学

会）は、わが国の薬学の歴史であり、その発

足の経緯、医薬分業の遅れなどを背景に、こ

れまで基礎薬学研究に軸足が置かれ、臨床現

場での課題にはあまり関心が払われてこなか

った。ところが薬学部６年制の実施を受け、

大学での薬学教育のあり方が大きく変わっ

た。多くの大学が６年制を選択する中で、旧

来、薬学研究を実質的に支えていた“大学院

生人口”が実質的に激減し、「わが国の薬学

研究の将来」を危ぶむ声も高まっていた。そ

の他の要素も含め、いま薬学会のあり方が検

討されている。

現在２万人を超える会員を擁する薬学会は

毎年、年会を開催。会員のうち8000～9000人

が参加している。その主役は一般発表であり、

発表者の中心は“院生”だ。それも６年制移

行により、「学生の入会は減少し、その後に

も大きく影響する」と見られている。さらに、

大きな比重を占める企業研究者の退会も大き

な問題となっている。

長野会頭は改めて「会員のための学会」を

強調、６年制学生や企業研究者が入会しやす

い環境作りと各会員への適切な支援を強力に

推し進める方針を示した。ただ、年会開催は

３月末と薬剤師国家試験の直前。６年生が発

表するのは非現実的。そこで長野氏は、全国

にある８つの支部活動の中で学生の発表機会

を充実させる方針だ。

研究にこだわる長野会頭は、「高度な医薬

品が開発された臨床現場では、それら医薬品

の副作用などを予想できる人材が求められて

いる。６年制の目的の１つは、これらに対応

できる問題解決型の人材育成。その考え方は

研究にも通じる」と、研究の意義を語る。

学生の研究マインド醸成を進め、学会がサ

ポートする考えだ。第128年会の会頭講演で

は、日本の薬学の特徴は“薬剤師と学術”と

し、「世界に例を見ない二面性がある」と指

摘。“臨床”に偏重せず、十分に研究を進め

ることが、日本の薬学の特徴であり、将来に

おいても日本の薬学の方向性であることを強

調した。
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薬学会の方向性を語る長野会頭

一方、年会ではこの数年、大学院生が企画

運営する大学院生シンポジウムが開催されて

おり、今年も４題の提案が採用された。この

うち「遺伝子治療・核酸医薬品開発における

新規ＤＤＳ技術」をテーマにしたシンポで

は大阪大学薬学研究科の衛藤祐介さんが、

癌細胞に特異的に移動するアデノウイルス

ベクターの研究を進める中で、安全性が高

く、癌細胞に最も多く遺伝子導入を行うこ

とが可能な90％ポリ・エチレン・グリコー

ル（ＰＥＧ）化したアデノウイルスベクタ

ーを創製したと発表した。さらに癌標的分

子「トランスフェリン」をＰＥＧ鎖先端に

結合させたベクターも創製しており、今後

は非臨床へと研究を進めていく。

アデノウイルスベクターは全身投与に不

向きとされるが、衛藤さんらは癌治療を目

標に、全身投与型遺伝子治療を目指した。

肝細胞への集積性の低減と腫瘍集積性の増

大に向け「ＰＥＧ」をアデノウイルスベク

ターの表面に結合し、癌細胞に送達させる

ＰＥＧ化アデノウイルスベクター（ＰＥＧ

化ベクター）の研究を進めてきた。

衛藤さんらは、ＰＥＧの結合量を最適化し

たＰＥＧ化ベクターをマウスの尾静脈に投与

し、血中滞留性を検討。ＰＥＧ非結合ベクタ

ーでは血中半減期が1.9分と投与後速やかに

血中から消失した。一方、ＰＥＧ化ベクター

は結合させたＰＥＧの割合に比例して血中滞

留性が上昇、半減期も最大で10倍以上まで延

長した。

さらに、血管透過性が高い化合物が固形

癌に集積しやすくなるという「ＥＰＲ効果」

を検証するため、マウスにＰＥＧ化ベクタ

ーを静注した。その結果、通常のアデノウ

イルスベクターと比べ、ＥＰＲ効果が最大

で100倍まで増大、肝細胞への集積が1/30

まで低下した。

癌細胞、肝細胞での遺伝子発現特性を評

価した結果、ＰＥＧ修飾率に応じて遺伝子

発現が増大し、90％で最も高いことが明ら

かになった。ＰＥＧ化していないアデノウ

イルスベクターに比べ、遺伝子発現が癌細

胞で約40倍に対し、肝臓では1/20となった。

癌細胞、肝細胞で遺伝子発現比率からア

デノウイルスベクターと比べ腫瘍選択性が

700倍も増大することが判明。原発癌、転

移癌ともに増殖が抑えられた。血中滞留性

が低いウイルスベクターで、「受動的な癌

のターゲティングが可能」であることを示し

た。さらに、能動的な標的化機能の獲得に向

けトランスフェリンをＰＥＧ鎖先端に結合さ

せたＰＥＧ化ベクターを作成。非結合型に比

べ10倍程度の活性上昇がみられた。

日本薬学会が毎年開催する学術年会が今年３月

末、横浜市で初めて開催され9200人もの参加者が

集まった。各会場では日頃の研究成果の発表、白

熱した討論が交わされた。わが国で最も長い歴史

と伝統を持つ学会の１つだが、この数年来、変革に向けた取り組みが動き出している。今年

度、日本薬学会会頭に就任した長野哲雄氏（東京大学大学院薬学系研究科教授）は、新しい

薬学教育に対する支援および協力、６年制導入による会員減少への対応、部会・支部組織の

活性化などに取り組むことを表明した。
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伝統を踏まえつつ学会の変革推進へ
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